
(57)【要約】

【課題】ＡＦクラス間の優先制御としてＷＲＲ比率設定

が可能で且つその際のＷＲＲ比率に０指定を許容しない

ルータに対して、ＬＳＰの設計を一元管理するサーバシ

ステムから確保可能な待機を計算する場合に、未使用Ａ

Ｆクラスが存在したとしてもルータが許容するＷＲＲ比

率最小値を設定する必要があり、無駄な帯域を確保して

しまう。

【解決手段】本来ＷＲＲ比率に０指定できないルータに

対して、実際のルータへのプロビジョニングは、ＷＲＲ

比率最小値を設定しているものの、設計段階で０として

計算して、ＬＳＰの収容効率を向上する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て ル ー タ に 接 続 さ れ 、 該 ル ー タ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ 機 能 を 提 供
す る 設 計 部 、 該 設 計 部 に 接 続 さ れ Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 お よ び Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 基 準 を 入 力 す る 画 面 制
御 部 お よ び 前 記 設 計 部 に 接 続 さ れ 、 前 記 設 定 さ れ る Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 お よ び Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 帯 域
を 蓄 積 し て 参 照 可 能 に す る デ ー タ ベ ー ス 部 を 含 む Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方
法 に お い て 、
　 前 記 Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 要 求 、 前 記 Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 要 求 及 び 現 状 設 定 値 の 取 得 要 求 に 応 答 し て 、 前 記
Ｌ Ｓ Ｐ が 収 容 可 能 か 否 か 判 断 し 、 未 使 用 Ａ Ｆ ク ラ ス に は 前 記 Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 を ０ と し て 帯
域 計 算 す る こ と を 特 徴 と す る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 可 否 判 断 の 結 果 （ 成 功 又 は 失 敗 ） を 、 前 記 画 面 制 御 部 に 表 示 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 可 否 判 断 の 結 果 、 収 容 可 能 の 場 合 に は 、 前 記 デ ー タ ベ ー ス 部 へ の Ｌ Ｓ Ｐ
を 設 定 し 、 前 記 ル ー タ へ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記
載 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ル ー タ へ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ が 完 了 す る と 、 前 記 画 面 制 御 部 に Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 成 功 を 表
示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 Ｌ Ｓ Ｐ に お け る Ingress(入 口 )ル ー タ お よ び Egress（ 出 口 ） ル ー タ 間 の 中 継 ル ー タ
の 数 （ Ｎ ） を 変 更 可 能 に し 、 各 ル ー タ に 対 し て Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 お よ び Ｌ Ｓ Ｐ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン
グ を 可 能 に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の 何 れ か に 記 載 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス
テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク に 存 在 す る 各 ル ー タ の リ ソ ー ス を ネ ッ ト ワ ー ク ワ イ ド で 総 合 管 理 し 、
Ｌ Ｓ Ｐ の 設 計 指 示 を 行 う 方 法 で あ っ て 、
　 画 面 制 御 部 に よ り 、 各 ル ー タ 毎 の Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 の 指 定 や 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 時 の ク ラ ス や 帯 域 指
定 を 行 う マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス を 提 供 し て 、 そ の 情 報 を 設 計 部 に 通 知 し 、
　 前 記 設 計 部 は 、 前 期 画 面 制 御 部 か ら 要 求 さ れ た AFク ラ ス 間 の Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 を デ ー タ ベ ー ス
部 に 設 定 す る と 同 時 に 、 該 当 ル ー タ に 対 し て プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ し 、 そ の 際 、 Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 ０
と し て 要 求 さ れ た AFク ラ ス に 関 し 、 デ ー タ ベ ー ス 部 に 対 し て Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 ０ を 設 定 す る 一 方
、 対 象 ル ー タ に 対 し て Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 最 小 値 を プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る Ｌ Ｓ Ｐ
設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 設 計 部 は 、 前 記 画 面 制 御 部 か ら 要 求 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 指 示 に 対 し 、 前 記 デ ー タ ベ ー
ス 部 か ら 各 ル ー タ に お け る 要 求 ク ラ ス の 空 き 帯 域 情 報 を 取 得 し 、 設 定 可 能 か 否 か の 判 断 を
行 い 、 設 定 可 能 で あ れ ば 、 前 記 デ ー タ ベ ー ス 部 に 対 し て Ｌ Ｓ Ｐ を 設 定 す る と と も に 、 該 当
ル ー タ に 対 し て プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー
バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は Diff-serv（ Differentiated Services） over
MPLS（ Multiprotocol Label Switching） サ ー ビ ス の 提 供 に お け る Ｌ Ｓ Ｐ の 設 計 を 一 元 管
理 す る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム に 関 し 、 特 に そ の 帯 域 確 保 を 効 率 的 に 行 う Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ
ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｌ Ｓ Ｐ （ Label Switched Path） は 、 ル ー タ 情 報 と し て 名 前 、 内 部 ネ ッ ト ワ ー ク ア ド レ
ス 、 ノ ー ド ア ド レ ス 等 の 情 報 や 、 リ ン ク 情 報 と し て コ ス ト 、 パ ケ ッ ト サ イ ズ 、 メ デ ィ ア 等
の 情 報 、 サ ー ビ ス 情 報 と し て フ ァ イ ル サ ー ビ ス 、 Ｎ Ｓ Ｄ （ Netware
Directory Service） 、 時 刻 同 期 情 報 等 の 情 報 お よ び 外 部 ル ー ト と し て Ｒ Ｉ Ｐ ／ Ｓ Ａ Ｐ ネ
ッ ト ワ ー ク の 情 報 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 斯 か る 技 術 分 野 、 特 に 重 み 付 け ラ ウ ン ド ロ ビ ン （ Weighted Round
Robin、 以 下 単 に Ｗ Ｒ Ｒ と い う 場 合 が あ る ） お よ び Ｗ Ｒ Ｒ 技 術 を 使 用 す る シ ス テ ム 等 に 関
す る 従 来 技 術 は 、 種 々 の 文 献 に 開 示 さ れ て い る 。 Ａ Ｔ Ｍ 交 換 機 （ Asynchronous
Transfer Mode Switching System） に お け る 特 定 Ｑ ｏ Ｓ （ Quality of Service） ク ラ ス の
ト ラ フ ィ ッ ク が 増 加 し た 場 合 に 、 Ｑ ｏ Ｓ バ ッ フ ァ に 滞 留 す る セ ル の 廃 棄 を 極 力 未 然 に 防 止
す る バ ッ フ ァ に お け る 廃 棄 回 避 シ ス テ ム お よ び 方 法 を 開 示 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 。 ） 。 ま た 、 任 意 の 細 か さ で キ ュ ー を 分 離 し 、 ト ラ フ ィ ッ ク の 保 証 お よ び 分 離 を 柔 軟
に 行 う こ と が 可 能 な ル ー タ 装 置 お よ び そ れ に 用 い る 優 先 制 御 方 法 が 開 示 さ れ て い る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ ６ ７ ８ ５ 号 公 報 （ 第 ５ 頁 、 第 １ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ ４ １ ３ ９ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ５ は 、 一 般 的 な 従 来 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の シ ス テ ム 構 成 図 を 示 す 。 こ の Ｌ Ｓ
Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 画 面 制 御 部 １ １ ０ 、 デ ー タ ベ ー ス 部 １ ２ ０ お よ び 設 計 部
１ ３ ０ に よ り 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム １ ０ ０ の 設 計 部 １ ３ ０
は 、 Ｉ Ｐ （ Internet Protocol） １ ５ ０ を 介 し て 複 数 の ル ー タ 、 例 え ば ル ー タ Ａ １ ６ ０ お
よ び ル ー タ Ｂ １ ７ ０ と 接 続 さ れ る 。 こ の 画 面 制 御 部 １ １ ０ に は 、 図 示 の 如 く Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比
率 の 入 力 部 １ １ １ お よ び Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 基 準 の 入 力 部 １ １ ２ 等 が 表 示 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 従 来 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム は 、 幾 つ か の 課 題 を 有 す る 。 先 ず 、 画 面 制 御
部 １ １ ０ に お け る Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 の 入 力 部 １ １ １ に よ る Ｗ Ｒ Ｒ の 入 力 に お け る ０ を 許 容 し
な い た め 、 オ ペ レ ー タ が 意 図 す る Ａ Ｆ ク ラ ス の Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 設 計 が 不 可 能 で あ る 。 ま た 、 設
計 部 １ ３ ０ に お い て 、 Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 ０ と し て Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 計 算 す る 機 能 が な い の で 、 未 使
用 Ａ Ｆ ク ラ ス を 考 慮 し た 効 率 的 な Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 設 計 が 不 可 能 で あ り 、 従 っ て 、 オ ペ レ ー タ が
要 求 す る Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 帯 域 を 満 た す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 の 上 述 し た 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 Ｌ Ｓ Ｐ の 設 計 を 一 元 管
理 す る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム に お い て 、 Ａ Ｆ （ Assured Forwarding:パ ケ ッ ト 転 送 保
証 型 ） ク ラ ス 間 の 優 先 制 御 に Ｗ Ｒ Ｒ を 使 用 し 且 つ Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 ０ を 許 容 し な い ル ー タ を
対 象 と し た 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 時 の 帯 域 確 保 を 効 率 化 す る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保
方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 は
、 次 の よ う な 特 徴 的 な 構 成 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ １ ） Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て ル ー タ に 接 続 さ れ 、 該 ル ー タ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ 機 能
を 提 供 す る 設 計 部 、 該 設 計 部 に 接 続 さ れ Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 お よ び Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 基 準 を 入 力 す る
画 面 制 御 部 お よ び 前 記 設 計 部 に 接 続 さ れ 、 前 記 設 定 さ れ る Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 お よ び Ｌ Ｓ Ｐ 設
定 帯 域 を 蓄 積 し て 参 照 可 能 に す る デ ー タ ベ ー ス 部 を 含 む Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域
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確 保 方 法 に お い て 、
　 前 記 Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 要 求 、 前 記 Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 要 求 及 び 現 状 設 定 値 の 取 得 要 求 に 応 答 し て 、 前 記
Ｌ Ｓ Ｐ が 収 容 可 能 か 否 か 判 断 し 、 未 使 用 Ａ Ｆ ク ラ ス に は 前 記 Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 を ０ と し て 帯
域 計 算 す る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ ２ ） 前 記 Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 可 否 判 断 の 結 果 （ 成 功 又 は 失 敗 ） を 、 前 記 画 面 制 御 部 に 表 示 す る
上 記 （ １ ） の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ ３ ） 前 記 Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 可 否 判 断 の 結 果 、 収 容 可 能 の 場 合 に は 、 前 記 デ ー タ ベ ー ス 部 へ の
Ｌ Ｓ Ｐ を 設 定 し 、 前 記 ル ー タ へ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ を 行 う 上 記 （ １ ） 又 は （ ２ ） の Ｌ Ｓ Ｐ
設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ４ ） 前 記 ル ー タ へ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ が 完 了 す る と 、 前 記 画 面 制 御 部 に Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 成
功 を 表 示 す る 上 記 （ ３ ） の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ５ ） 前 記 Ｌ Ｓ Ｐ に お け る Ingress(入 口 )ル ー タ お よ び Egress（ 出 口 ） ル ー タ 間 の 中 継
ル ー タ の 数 （ Ｎ ） を 変 更 可 能 に し 、 各 ル ー タ に 対 し て Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 お よ び Ｌ Ｓ Ｐ の プ ロ ビ ジ
ョ ニ ン グ を 可 能 に す る 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ４ ） 何 れ か の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確
保 方 法 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ６ ） Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク に 存 在 す る 各 ル ー タ の リ ソ ー ス を ネ ッ ト ワ ー ク ワ イ ド で 総 合 管
理 し 、 Ｌ Ｓ Ｐ の 設 計 指 示 を 行 う 方 法 で あ っ て 、
　 画 面 制 御 部 に よ り 、 各 ル ー タ 毎 の Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 の 指 定 や 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 時 の ク ラ ス や 帯 域 指
定 を 行 う マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス を 提 供 し て 、 そ の 情 報 を 設 計 部 に 通 知 し 、
　 前 記 設 計 部 は 、 前 期 画 面 制 御 部 か ら 要 求 さ れ た Ａ Ｆ ク ラ ス 間 の Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 を デ ー タ ベ ー
ス 部 に 設 定 す る と 同 時 に 、 該 当 ル ー タ に 対 し て プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ し 、 そ の 際 、 Ｗ Ｒ Ｒ 比 率
０ と し て 要 求 さ れ た Ａ Ｆ ク ラ ス に 関 し 、 デ ー タ ベ ー ス 部 に 対 し て Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 ０ を 設 定 す る
一 方 、 対 象 ル ー タ に 対 し て Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 最 小 値 を プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ す る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ
ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ７ ） 前 記 設 計 部 は 、 前 記 画 面 制 御 部 か ら 要 求 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 指 示 に 対 し 、 前 記 デ ー
タ ベ ー ス 部 か ら 各 ル ー タ に お け る 要 求 ク ラ ス の 空 き 帯 域 情 報 を 取 得 し 、 設 定 可 能 か 否 か の
判 断 を 行 い 、 設 定 可 能 で あ れ ば 、 前 記 デ ー タ ベ ー ス 部 に 対 し て Ｌ Ｓ Ｐ を 設 定 す る と と も に
、 該 当 ル ー タ に 対 し て プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ す る 上 記 （ ６ ） の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯
域 確 保 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 に よ る と 、 次 の 如 き 実 用 上 の 顕 著 な
効 果 が 得 ら れ る 。 即 ち 、 Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 に お け る 内 部 デ ー タ と 実 際 の ル ー タ の 設 定 値 を 区
別 し た 上 で Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 計 算 を 行 っ て い る の で 、 Ｌ Ｓ Ｐ の 収 容 率 を 向 上 す る こ と が 可 能 で あ
る 。 ま た 、 Ｌ Ｓ Ｐ 最 大 収 容 ま で の 到 達 可 否 を 画 面 制 御 部 で 知 る こ と が で き る の で 、 オ ー バ
ー プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ に よ る ト ラ フ ィ ッ ク へ の 影 響 （ 即 ち 、 パ ケ ッ ト ロ ス 等 ） を 回 避 す る こ
と が 可 能 で あ る 。 更 に 、 Ｌ Ｓ Ｐ を 設 定 す る 際 の ル ー タ 数 に 依 存 し な い の で 、 ネ ッ ト ワ ー ク
規 模 に お け る ス ケ ー ラ ビ リ テ ィ が 得 ら れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 の 好 適 実 施 例 の 構 成 お よ
び 動 作 を 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 先 ず 、 図 １ は 、 本 発 明 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 を 適 用 す る Ｌ Ｓ

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-277714 A 2005.10.6



Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム お よ び そ れ に 接 続 さ れ る Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク の 全 体 シ ス テ ム 構 成 図 を
示 す 。 こ の 特 定 例 に お い て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム １ ０ は 、 画 面 制 御 部 ２ ０ 、 デ ー タ
ベ ー ス 部 ３ ０ お よ び 設 計 部 ４ ０ を 含 ん で い る 。 設 計 部 ４ ０ は 、 ル ー タ Ａ ６ １ 、 ル ー タ Ｂ ６
２ お よ び ル ー タ Ｃ ６ ３ を 含 む Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク ５ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設
計 サ ー バ シ ス テ ム １ ０ は 、 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク ５ ０ に 存 在 す る 各 ル ー タ ６ １ ～ ６ ３ の リ ソ ー
ス （ 資 源 ） を ネ ッ ト ワ ー ク ワ イ ド で 総 合 管 理 し 、 Ｌ Ｓ Ｐ の 設 計 指 示 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 画 面 制 御 部 ２ ０ は 、 ル ー タ ６ １ ～ ６ ３ 毎 の Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 の 指 定 や Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 時 の ク ラ ス や
帯 域 指 定 等 を 行 う マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス を 提 供 し 、 そ の 情 報 を 設 計 部 ４ ０ に 通 知 す る
。 設 計 部 ４ ０ は 、 画 面 制 御 部 ２ ０ か ら 要 求 さ れ た Ａ Ｆ ク ラ ス 間 の Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 を デ ー タ ベ ー
ス 部 ３ ０ に 設 定 す る と 同 時 に 、 そ の ル ー タ ６ １ ～ ６ ３ に 対 し て プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ す る 。 そ
の 際 に 、 Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 ０ と し て 要 求 さ れ た Ａ Ｆ ク ラ ス に 関 し 、 デ ー タ ベ ー ス 部 ３ ０ に 対 し て
Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 ０ を 設 定 す る 。 一 方 、 対 象 ル ー タ ６ １ ～ ６ ３ に 対 し て Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 の 最 小 値 を プ
ロ ビ ジ ョ ニ ン グ す る 。 ま た 、 設 計 部 ４ ０ は 、 画 面 制 御 部 ２ ０ か ら 要 求 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 指
示 に 対 し 、 デ ー タ ベ ー ス 部 ３ ０ か ら 各 ル ー タ ６ １ ～ ６ ３ に お け る 要 求 ク ラ ス の 空 き 帯 域 情
報 を 取 得 し 、 設 定 可 能 か 否 か の 判 断 を 行 う 。 設 定 可 能 で あ れ ば 、 デ ー タ ベ ー ス 部 ３ ０ に 対
し て Ｌ Ｓ Ｐ を 設 定 す る と 同 時 に 、 そ の ル ー タ ６ １ ～ ６ ３ に 対 し て プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 の 如 く 、 本 発 明 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム １ ０ で は 、 本 来 Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 に ０ 指 定 で
き な い ル ー タ ６ １ ～ ６ ３ に 対 し て 、 実 際 の ル ー タ へ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ は Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 の 最
小 値 を 設 定 し て い る も の の 、 設 計 段 階 で ０ と し て 計 算 し て い る の で 、 Ｌ Ｓ Ｐ の 収 容 効 率 を
向 上 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 の 好 適 実 施 例 の
詳 細 な 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム １ ０ に お い て 、 画 面
制 御 部 ２ ０ は 、 マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス と し て Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 の 入 力 部 ２ １ お よ び Ｌ Ｓ
Ｐ 設 定 帯 域 の 入 力 部 ２ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 設 計 部 ４ ０ は 、 画 面 制 御 部 ２ ０ の Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 設 定 要 求 に 対 し て 、 デ ー タ ベ ー ス 部 ３ ０ へ
の 設 定 お よ び ル ー タ ６ １ 、 ６ ２ へ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ 機 能 を 有 す る 。 ま た 、 設 計 部 ４ ０ は
、 画 面 制 御 部 ２ ０ の Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 要 求 に 対 し て 、 デ ー タ ベ ー ス 部 ３ ０ か ら 現 状 設 定 値 を 取 得
し 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 が 可 能 か 否 か の 判 断 を 行 う 。 そ の 後 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 可 能 で あ っ た 場 合 に は 、
デ ー タ ベ ー ス 部 ３ ０ へ の 設 定 お よ び ル ー タ ６ １ 、 ６ ２ へ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 デ ー タ ベ ー ス 部 ３ ０ は 、 設 計 部 ４ ０ か ら 設 定 さ れ る Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 お よ び Ｌ Ｓ Ｐ
設 定 帯 域 を 蓄 積 し 、 参 照 可 能 と す る 。 各 ル ー タ ６ １ 、 ６ ２ は 、 設 計 部 ４ ０ か ら 要 求 さ れ る
指 示 に 従 い 、 Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 お よ び Ｌ Ｓ Ｐ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 の 実 施 例 の 詳 細 構 成 を 説
明 し た 。 し か し 、 図 ２ 中 の ル ー タ ６ １ 、 ６ ２ は 、 当 業 者 に と り 周 知 で あ り 且 つ 本 発 明 と は
直 接 関 係 な い の で 、 そ の 詳 細 構 成 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ３ に 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 適 実 施 例 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設
計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 の 動 作 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 先 ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 設 定 要 求 が 画 面 制 御 部 ２ ０ か ら 設 計 部 ４ ０ に
与 え ら れ る 。 す る と 、 設 計 部 ４ ０ は 、 Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 設 定 を デ ー タ ベ ー ス 部 ３ ０ に 設 定 す る 。
ま た 、 同 時 に 、 ル ー タ ６ １ 、 ６ ２ に 対 し て プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ を 行 う 。 図 ２ の 場 合 に は 、 ル
ー タ Ａ ６ １ お よ び ル ー タ Ｂ ６ ２ 共 に
「 Ａ Ｆ ４ :Ａ Ｆ ３ :Ａ Ｆ ２ :Ａ Ｆ １ ＝ ７ :３ :０ :０ 」
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と し て プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 要 求 指 示 が 画 面 制 御 部 ２ ０ か ら 設 計 部 ４ ０ に
与 え ら れ る 。 そ こ で 、 設 計 部 ４ ０ は 、 各 Ａ Ｆ ク ラ ス の Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 に 従 っ た Ｌ Ｓ Ｐ 帯 域 上 限
値 を 求 め る た め に 、 デ ー タ ベ ー ス 部 ３ ０ に 対 し て 、 現 状 設 定 値 取 得 要 求 を 行 う （ ス テ ッ プ
Ｓ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ ３ で 取 得 し た 値 に 基 づ い て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 可 能 か 否 か の 判 断 を 行 う
（ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 図 ２ の 場 合 に は 、 総 帯 域 １ ０ ０ Mbpsの 物 理 リ ン ク 回 線 に 対 し て 、 Ｗ Ｒ
Ｒ 設 定 比 率 は 、
　 「 Ａ Ｆ ４ :Ａ Ｆ ３ :Ａ Ｆ ２ :Ａ Ｆ １ ＝ ７ :３ :０ :０ 」
で あ る た め 、 実 際 の 各 Ａ Ｆ ク ラ ス 設 定 可 能 帯 域 は 、 以 下 の と お り で あ る 。 即 ち 、
　 Ａ Ｆ ４ ＝ １ ０ ０ Mbps× ７ ／ １ ０ ＝ ７ ０ Mbps
　 Ａ Ｆ ３ ＝ １ ０ ０ Mbps× ３ ／ １ ０ ＝ ３ ０ Mbps
　 Ａ Ｆ ２ ＝ １ ０ ０ Mbps× ０ ／ １ ０ ＝ ０ Mbps
　 Ａ Ｆ １ ＝ １ ０ ０ Mbps× ０ ／ １ ０ ＝ ０ Mbps
と な り 、 オ ペ レ ー タ が 要 求 す る Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 帯 域 を 充 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ の 判 断 結 果 、 Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 可 能 で あ っ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ： Ｙ ｅ ｓ
） に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ へ 移 行 し デ ー タ ベ ー ス 部 ３ ０ へ の Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ５
） 。 図 ２ の 場 合 に は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 帯 域 と し て 、 ル ー タ Ａ ６ １ お よ び ル ー タ Ｂ ６ ２ 共 に 、
　 「 Ａ Ｆ ４ :Ａ Ｆ ３ :Ａ Ｆ ２ :Ａ Ｆ １ ＝ ７ ０ Mbps:３ ０ Mbps:０ Mbps:０ Mbps」
を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 続 い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ で ル ー タ へ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ を 行 う 。 ス テ ッ プ Ｓ ５ と 同 様 に 、
ル ー タ Ａ 、 Ｂ 共 に 、
　 「 Ａ Ｆ ４ :Ａ Ｆ ３ :Ａ Ｆ ２ :Ａ Ｆ １ ＝ ７ ０ Mbps:３ ０ Mbps:０ Mbps:０ Mbps」
を プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ す る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ で 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 応 答 (成 功 )を 画 面 制 御 部
２ ０ に 対 し て 行 い 、 動 作 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ ４ の 結 果 、 Ｌ Ｓ Ｐ 収 容 不 可 能 で あ っ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ：
Ｎ ｏ ） に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ へ 移 行 し 、 Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 応 答 (失 敗 )を 画 面 制 御 部 ２ ０ に 対 し て 行
い 、 動 作 を 終 了 す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 本 発 明 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る
。 こ の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 基 本 的 構 成 は 上 述 し た 第 １ 実 施 例 と 同 様 で あ る 。 従 っ
て 、 対 応 す る 構 成 要 素 に は 、 便 宜 上 同 様 の 参 照 符 号 を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 し か し 、 第 ２ 実 施 例 は 、 Ｌ Ｓ Ｐ の 設 定 ポ イ ン ト に お い て 第 １ 実 施 例 と 異 な る 。 即 ち 、 図
４ に 示 す 如 く 、 設 定 さ れ る Ｌ Ｓ Ｐ は 、 end-to-endで の 設 定 を 管 理 す る 。 該 当 Ｌ Ｓ Ｐ に お け
る Ingressル ー タ は ル ー タ Ａ 、 Egressル ー タ は ル ー タ Ｂ 、 そ の 中 継 ル ー タ と し て ル ー タ nが
あ っ た と し た 場 合 に 、 そ の 中 継 ル ー タ の 数 は Ｎ 個 の ル ー タ に 変 更 可 能 で あ り 、 各 ル ー タ に
対 し て Ｗ Ｒ Ｒ 比 率 お よ び Ｌ Ｓ Ｐ の プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 第 ２ 実 施 例 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム で は 、 Ｌ Ｓ Ｐ を 設 定 す る 際 の ル ー
タ 数 に 依 存 し な い の で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 規 模 に お け る ス ケ ー ラ ビ リ テ ィ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 し た 本 発 明 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 図 ５ に 示 す 如 き 従 来 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ
シ ス テ ム と の 違 い を 明 ら か に す る た め に 具 体 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。 上 述 の 如 く 、 従 来 の
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Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム で は 、 画 面 制 御 部 に お け る Ｗ Ｒ Ｒ の ０ が 許 容 さ れ な い の で 、 Ｌ
Ｓ Ｐ 総 帯 域 を １ ０ ０ Mbpsの 物 理 リ ン ク 回 線 に 対 し て 、 Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 が 上 述 し た 本 発 明 の
場 合 と 異 な り 、
　 「 Ａ Ｆ ４ ： Ａ Ｆ ３ ： Ａ Ｆ ２ ： Ａ Ｆ １ ＝ ７ ： ３ ： １ ： １ 」
と な る 。 そ こ で 、 実 際 の 各 Ａ Ｆ ク ラ ス 設 定 可 能 帯 域 は 、 次 の よ う に な る 。
　 Ａ Ｆ ４ ＝ １ ０ ０ Mbps× ７ /１ ２ ＝ ５ ８ .３ Mbps
　 Ａ Ｆ ３ ＝ １ ０ ０ Mbps× ３ /１ ２ ＝ ２ ５ Mbps
　 Ａ Ｆ ２ ＝ １ ０ ０ Mbps× １ /１ ２ ＝ ８ .３ Mbps
　 Ａ Ｆ １ ＝ １ ０ ０ Mbps× １ /１ ２ ＝ ８ .３ Mbps
従 っ て 、 上 述 し た 本 発 明 の 場 合 と 異 な り 、 Ａ Ｆ ４ お よ び Ａ Ｆ ３ と し て オ ペ レ ー タ が 要 求 す
る ７ ０ Mbpsお よ び ３ ０ Mbpsと い う Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 帯 域 を 充 た す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 の 好 適 実 施 例 の 構 成 お よ
び 動 作 を 詳 述 し た 。 し か し 、 斯 か る 実 施 例 は 、 本 発 明 の 単 な る 例 示 に 過 ぎ ず 、 何 ら 本 発 明
を 限 定 す る も の で は な い こ と に 留 意 さ れ た い 。 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 す る こ と な く 、 特 定 用
途 に 応 じ て 種 々 の 変 形 変 更 が 可 能 で あ る こ と 、 当 業 者 に は 容 易 に 理 解 で き よ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 の 全 体 構 成 を 示 す シ ス テ ム
構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 の 第 １ 実 施 例 の 構 成 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 本 発 明 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 の 動 作 を 説 明
す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 帯 域 確 保 方 法 の 第 ２ 実 施 例 の 構 成 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ ０ 　 Ｌ Ｓ Ｐ 設 計 サ ー バ シ ス テ ム
２ ０ 　 画 面 制 御 部
２ １ 　 Ｗ Ｒ Ｒ 設 定 比 率 の 入 力 部
２ ２ 　 Ｌ Ｓ Ｐ 設 定 基 準 の 入 力 部
３ ０ 　 デ ー タ ベ ー ス
４ ０ 　 設 計 部
５ ０ 　 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク
６ １ ～ ６ ３ 　 ル ー タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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